
 

 

 

 

 
 

 

すべての子どもと教職員の生命とひとみ輝く学校づくり 

 

 

 

 

 
 

 昨年の夏学の記念講演では、講師の松本伊智朗さん（北海道大学大学院教育学研究院教授）より「子どもの虐 

待と貧困―すべての子どものしあわせのために養護教諭ができること」と題して、虐待は親の行為からとら

えるのではなく、子どもの直面している不利な状態からとらえる視点が大切であるとお話しいただきました。ま

た、「世の中全部を変えることはできなくても、個々に向き合った子どもの経験を変えることはできる」とも話さ

れ、私たちがすべきことへの示唆をいただきました。 

                       各分科会ではレポート報告をもとに熱心に討議され、 

養護教諭の仕事は、目の前の子どもたちの成長と発達を 

願い、多くの人と手をつないで支援することだと改めて感

じました。 

今年も全国各地の実践を持ちより、大いに学びあい、 

   交流をすすめましょう。 

今年は岐阜市で開催します。みなさんの参加をお待ちし

ています。 
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主催：全日本教職員組合（全教）養護教員部 〒102-0084 東京都千代田区二番町１２-１ 

    全国教育文化会館 3 階全教気付 ℡03-5211-0123 fax03-5211-0124 担当 米田・浅野 

現地実行委員会：岐阜県教職員組合 ℡058－215－7301 現地実行委員長 塚原百合香 

  

  

 
 

岐阜集会のイメージ 

キャラクター、長良川

の「うーやん」です。 

皆さんのお越しをお待

ちしています。 

201４年８月２日（土）～８月３日（日） 
 

場 所：ホテル グランヴェール岐山 

参加費：3,500 円（学生 2,000 円） 



  記念講演 2 日（土） 
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食物アレルギーの事故以降、さまざまな研修会が開催され 

ていますが、アレルギーの把握とエピペン使用や救急対応が 

主になっています。「アレルギーが増えているのはなぜ？」 

「生活の見直しなど健康教育は？」「アレルギーの子どもに 

対し保健室の役割は症状対応だけでいいの？」などの声があ 

がっています。専門家の方からお話しを伺い、子どもの健康 

を保障するための保健室の役割について学びましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    自主講座  ２日（土）16:15～17:15 

『在宅緩和ケアで朗らかに生きよう 

～いのちの不思議さ～』 

小笠原
おがさわら

 文
ぶん

雄
ゆう

さん（小笠原内科院長） 
                      日本在宅ホスピス協会 会長 

 

 

  夕食交流会 ２日（土）17:30～19:30 
恒例夕食交流会 各ブロック紹介やパフォーマンスがとっても 

楽しいひととき。 

              

＊当日は長良川花火大会が開催されま 

すので、夕食交流会を早めに設定し 

ています。 

       交流会の後は花火大会をお楽しみください。 

「学校での食物アレルギーへの対応  

診療現場からの提案」 

 

 

《講師紹介》 眞鍋 穰 阪南医療生協診療所（大阪府岸和田市）所長。 

小児科医でアレルギー専門医。京都大学医学部卒業。 

        「そうなんだ！アレルギー しくみと対処法を知る」他、アレルギーに関する著書は多数あります。 

保育所での食物アレルギー対応のほか、乳幼児の医療無料化、子どもの福祉医療充実のための運動 

に関わっておられます。また、子どもの未来の最大の敵である戦争を防止する「核戦争防止国際医 

師会議」のメンバーでもあります。 

 

 

 



 

分 科 会   ３日（日）9:00～15:15 
 

 

            情勢と仲間づくり 
 

 

★養護教諭の仕事の変化や困難な状況について交流し、運動の方向を見いだしましょう。 
 

共同研究者：米田雅幸さん（全教書記次長） 

レポート① 医療費助成制度の拡大を目指し、保健室から発信！ 

                  ―他団体と連携して―   大阪・養護教員部 
 

 

            健康と生活の主体者を育てる健康教育 
 

 

★子どもたちを健康と生活の主体者に育てるとりくみを、私たちの実践をとおして考えましょう。 

 

共同研究者：岡崎勝博さん（東海大学） 

レポート① スポーツ障害予防クリニックについて           愛知・高校 

レポート② 保健学習と保健指導をつなげて            北海道・小学校 
 

 

            特別な教育的ニーズのある子どもたちの 

健康・発達保障 
 

 

★さまざまなニーズのある子どもたちへの養護教諭のかかわり、支援のすすめ方を交流し学び 

あいましょう。 

 

共同研究者：杉山敏夫さん（元全教障害児教育部副部長） 

レポート① 「どのようにかかわる？思春期やせ症」          岡山・高校 

レポート② はじまりは「お困りＢ君」 

～困ったが言えるってすごいことなんだ     北海道・高校 

 
                                      

            保健室から共同の学校づくりへ 
 

 

★私たちの実践を、職場づくり・学校づくりの視点から分析し討論しましょう。 

 

共同研究者：藤田和也さん（國學院大學） 

レポート① 高校における生徒支援と校内連携の在り方         富山・高校 

レポート② 性教育 －命の大切さを伝えたい―           大阪・小学校 
 

 

            障害のある子どもたちの健康・発達保障 
 

 

★障害のある子どもたちの健康教育・健康診断や医療的ケアのあり方を交流しましょう。 

 

共同研究者：河合隆平さん（金沢大学） 

レポート① 「支援学校の保健室って？」 

         ～ヒヤリハットとアガペーな日々～       宮城・特別支援 



 

会場案内 
 

◆ホテルグランヴェール岐山◆  
〒500-8875 岐阜県岐阜市柳ヶ瀬通 6-14  TEL 058-263-7111  

 

電車 JR 岐阜駅から徒歩 20 分 

または岐阜バス「岐阜大学病院行」柳ヶ瀬西口下車 

クルマ 東海北陸自動車道・各務原 IC から 20 分 

 

駐車場はホテル東側にあるレンガ立体駐車場 

「KOYOEN パーキング」をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

≪参加申し込み≫ 

 
○ 参加の申し込みは、別紙「参加申込書」にてファックス又は郵送で旅行会社あてに申し込ん

でください。 

お申し込み事項の希望の欄に○をしてください。 

 

○ 参加費は 3,500 円(学生 2,000 円)です。 

8 日前までのキャンセルは返金します。それ以降は返金できません。 

 

○ 申し込みの締め切り   6 月２５日（水） 

・まとめて申し込まれる場合は、一括して記入しお申し込みください。 

 

ホテルグランヴェール岐山 


